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快適な音の研究 
―音圧の違いから大阪市内の音を解剖する― 
The Study of Agreeable Sound 
― Analysis of the Soundscape in Osaka ― 
馬 欣媛* 
 
Abstract: 
This article first explains about soundscape and its development both in the world and Japan. Next 
the examples of the soundscape achievements in Japan are clarified. After that the literature reviews are 
listed. Then the city noise levels in Osaka are test and analyzed in order to find the agreeable sound 
environment for people to live in. The field trip included 11 sports in Osaka. The noise levels are test for 
3300s in order. The result is: 1.the sound of wind, birds and the voice of people are frequently existed; 
2.the transportation noise has obviously influence the level of city noise; 3.the noise will increase as the 
increase of people’s number; 4.the city noise will not be influenced by the wind speed and the 
temperature; 5. the sound of nature is indispensable to the soundscape; 6. The quiet environment is 
necessary by human’s life as the appropriate sound is necessary further. Finally, the discussion and 
conclusion are settled. 
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1. 構成 
 
この論文のテーマは快適な音の研究—音圧の違いから大阪市内の音を解剖する—ことで
ある。先ず、サウンドスケープについての説明をし、次はサウンドスケープの歴史及び日
本におけるサウンドスケープ概念の発展と事例を紹介する。さらに大阪府のサウンドスケ
ープを明らかにするためのフィルドワークの調査地点、調査方法及び結果を紹介し、最後
は考察と展望について述べる。音環境は日常生活に重要な構成部分である。心地良い音環
境は人々の心身健康に対して重要な影響要素になる。李、陳と徐（2008）の研究によれば、
良い音環境は、早産児の体重の増加と睡眠時間の延長に大きな影響を与える（李、陳＆徐、
2008）。音環境は早産児の発育に影響を及ぼし、心身健康に効果があると考えられている。 
 
2. 研究の背景 
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サウンドスケープは「個人あるいは社会がどのように知覚し理解したかに強調点の置か
れた音の環境」として定義されている（鳥越、1989）。視覚的にとらえた風景に対して、耳
からとらえた風景、すなわち聴力的な景観を表すことが、サウンドスケープである。「サウ
ンドスケープ」というワードを初めて提出したのは、マイケル・サウスワース（Southworth、
1967)である。サウスワースは論文の中で「サウンドスケープ」というワードを使い、音環
境を分析し、街作りに関するデザインをした。そして 1960 年代末にサウンドスケープは音
の一つの概念として、カナダの作曲家マリー．シェーファー（R.Murray Schafer）によって
普及された。日本語では、「音の風景」と訳される。サウンドスケープとは「音楽」および
「騒音」という二つの領域に関する概念である。サウンドスケープとはケージの作品から
強い影響を受けた。 
一方、サウンドスケープの思想は音環境に対する問題意識にもう一つの出発点を持って
いた。シェーファーが作曲家として提出した「我々の時代に至って世界のサウンドスケー
プは劣悪の極みに達したようだ」という問題意識は、結果的にその活動を音楽の領域に留
まらずに、サウンドスケープデザイン、つまり「サウンドスケープの社会的、心理的、美
的な質を改善する技術、及び原理を開発するため」に「科学者、社会学者、及び芸術者、
特に音楽家の才能が結集まされた一つの新しい学際領域」対して定義される包括的な活動
へと導くことになった（西村、2008）。 
 
3. サウンドスケープの事例 
 
3.1 「平野の音博物館」 
 
そのサウンドトラックデザインに関する具体的な実例をして、「平野町ぐるみ博物館」が
あげられる。大阪市平野区旧平野郷地区における町づくり活動は、1996 年から事例研究を
開始した。当地の市民グループ「平野の町作りを考える会」は、後は「考える会」になっ
て、「平野町ぐるみ博物館」の一つとして、「平野の音博物館」を 1998 年に開館した。「平
野の音博物館」は、世界初のサウンドスケープミュージアムとして住民主体の町づくり活
動の中で成立した（西村、2002）。 
「平野の音博物館」の主要な業務は、地域の音風景について録音を含めて、調査を行い、
サウンドモノグラフと呼ばれる音響作品として結果をまとめることである。音を集めるだ
けではなくて、音の背後にある意味、つまりその音を聞いた人々が記憶と想像力の中に思
い浮かべるものを共有できるように、町の人々の主体的な参加協力を得て作りあげること
である。 
平野区は、交通の要街として外部との繋がりが強く、文化の交流も頻繁だった。それと
同時に、多様な文化の記録が始まり、現在でも昔の文化の影響が残されている。さらに多
様な博物館を運営することによって、文化を展示している。平野区の文化はこのように伝
承されている。 
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3.2 「残したい日本の音風景 100選」 
 
日本におけるサウンドスケープ取り組み事例として、もう一つは「残したい日本の音風
景 100 選」がある。「残したい日本の音風景 100 選」は 1996 年当時の環境庁（現環境省）
が発表したサウンドスケープ活動である（梶間奈保、2015）。1996 年 6 月 5 日、環境庁は
各新聞社の朝刊で「日本の音風景百選」を発表した。北はオホーツク海の流氷のせめぎあ
う音から南は沖縄のエイサーまで、全国各地から 100 件の様々な音が「残したい日本の音
風景」として選ばれた（山下、1996）。 
この事業への応募総数は 738 件である。この中から各道府県 1～6 件、合計 100 件を選
定した。これを地域によって環境保全や音の特性を全国に伝わるという内容として保存す
る。応募した音風景の分類は、生活文化、生き物、複合音、自然現象とその他の 5 つの項
目にして分類された。 
応募前後の比較から見ると、生活文化の音風景は前後にも関わらず、全体の 4 割がある
ことが明らかになった。これによると、人々が認識している音風景という概念は、普段の
行事や日常生活の地域文化差異との関連性が高い（梶間奈保、2015）。 
 
4. 事前調査（2018 年 8 月） 
 
筆者は、人々の音に対する意識を知るため、アンケート調査を行った。先ず今回のアン
ケート調査の目的を明確にして、問題を設定した。調査の目的は 4 つある。 
1.好きな音と嫌いな音； 
2.音が重要であることの認識； 
3.人々に対していい心地の音環境の組成； 
4.音楽が好きな人は音環境に対する敏感性。 
結果は以下に示す： 
1. 全員が完全に音がない環境にいると不安になる。 
2. 音楽がすきな人は静か環境に不安になりやすい。 
3. 条件に関わらず、常に音楽を聴く人が多い。 
4. 人の感情が音に影響しやすい。ポジティブな音が積極的な影響を与え、ネガティブな
音が消極的な影響を与える。 
 
5. 先行研究 
 
5.1 大雁塔北広場の音についての調査及び評価の研究 
 
本節では予備調査の結果と類似する調査の結果と比較してみる。それは中国西安の大雁
塔北広場の音風景の調査及び評価である（楊、2009）。この調査では、中国西安にある大雁
塔を調査地点とする。その中でも、大雁塔の周囲にある音楽噴水が具体的な調査地点であ
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る。調査対象の基本データとして、性別、年齢、学歴、職業、趣味、住む場所（遠い、近
い）、調査日の天気、調査時間、来訪目的、そして当時の感情を記録した。 
 調査の結論は 4 つである： 
1.人間自ら出す音は、内容と時間が正しい場合、ポジティブの評価を得る可能性は高い； 
2.特定な音を好きなレベルは当時の気持ち、個人趣味、存在場所、存在時間、音の大きさ
にひどく影響する； 
3.勉強や仕事環境にあるポジティブな音は、大勢な人にポジティブな影響を与えて、ネガ
ティブな音は一部の人に大きいネガティブな影響を与える； 
4.存在する音に対して、ほとんどの人が環境に合うと感じている 
 
5.2 ASMR（Autonomous Sensory Meridian Response） 
 
ASMR（Autonomous Sensory Meridian Response）は自律感覚絶頂反応のことである。具体
的にはある音や画面を見ると、聴覚や視覚に刺激を与え、脳に反応し、心地よい感情がで
る現象である。ASMR は、頭皮と首に針などを浅く繰り返し突き刺す時に感じる痛み（チ
クチクする感覚）を引き起こし、時には背中や手足に広がる。このチクチクする感覚は通
常、ポジティブな感情とリラクゼーション感を人に与える。特別の音を聞く、特別な画面
を見ると、脳内に快適な反射を与える（Barratt& Davis、2015）。 
しかしこの現象については、論争中である。これまで、ASMR について厳密な科学的な
調査が少なく、また ASMR の触発条件や終了条件の科学的調査を行った研究は少ないため、
この理論を活かして、より良い音環境を作るため、今後はより深く研究することが必要で
ある（Smith、Katherine& Kornelsen、2017）。 
 
6. フィルドワーク 
 
6.1 調査内容 
 
以上の先行調査や文献調査に対して、このフィルドワークは、人々の生活に繋がりを前
提として、大阪府全体的のサウンドスケープを調査することである。先ず、調査地点は大
阪府内の場所を選んだ。そして、各調査地点で一定の時間内で音圧の連続変化を調べ、そ
の中に含まれた音種を整理し、大阪府サウンドスケープの現状を調査する。具体的な調査
内容は、大阪府内の人々の生活を網羅する場所を選び、それぞれの連続的音圧変化と共に、
録音から音種を採集し、大阪府のサウンドスケープを分析する。 
 
6.2 調査地点 
 
以下の 11 個の調査地点を選んだ。すなわち、大阪駅、中之島公園、大阪城公園、箕面コ
スモフォレスタマンション、心斎橋商店街、大阪万博記念公園、ユニバーサルシティスタ
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ジオジャパン、オードヴィ茨木マンション、平野区、高槻駅と天王寺である。この中には、
交通の要所、住宅地区、商業地域、娯楽地域、観光地等が含まれており、大阪府市民の生
活の場を網羅している。筆者はこれらの地点で、サウンドスケープを記録した。ひとつの
調査地点で、3 つのスポットを選んだ。 
 
6.3 調査方法 
 
調査は平日に実施した。14：30 前に事前に決めた 1 つの調査地点にたち、その場で目立
つスポットを 3 つ選んだ。そして日付とその時の気温を記録した。次は、その時の向き方
向から、前、後ろ、左、右の写真をそれぞれ撮った。最後に、コンパスを使って騒音計の
マイクが向いてる方向を記録した。14：30、第 1 スポットの音圧を測った。オープニング
ボタンを押し、特性 A を選択した。そして 10 秒間の音圧を記録すると同時に、聞こえた
音を記録した。50 個の音圧を記録した後は、特性 C に切り替えた。そして特性 A と同じ
繰り返しをした。特性 A は人の耳が言葉を聞くのと同様な音圧であって、特性 C は実際の
音レベルである。15：00 前に、第 2 のスポットを決定する。15：00 に第 2 のスポットの測
定を開始する。15：30 に第 3 のスポットの測定を開始する。他の 2 つのスポットも、第 1
スポットと同じ繰り返しをした。1 つの調査地点で 300 個のデータを記録した。 
 
6.4 調査結果 
 
調査した全調査地のサウンドスケープは図 1 と図 2 が示す。自転車の音、鳥の声、風の
音、人の声や歩き音、車の音、音楽、放送、バイクの音は生活環境によくある音種である。
ほぼ全部の場所がこれらの音種を収集することができた。その中に、自然の音、人の行動
に発する声や音、交通騒音、音楽が分類できる。または機械の音、葉の音、スーツケース
の音、車椅子の音は頻繫に聞こえる音である。同じ種類（公園、観光地、交通中枢、住宅
地区、商業地域など）の場所は、類似の音種が収集した。 
 または、平均音圧と気温の間の P-Value は 0.929 である。P-Value が 0.1 より高いため、
音圧と気温の間の関係性は弱い。平均音圧と風速の間の P-Value は 0.197 である。P-Value
が 0.1 より高いため、音圧と風速の間の関係性は弱い。 
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図 1. 大阪府のサウンドスケープ（A特性） 
 
図 2. 大阪府のサウンドスケープ（C 特性） 
 
7. 考察と結論 
 
7.1 考察 
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全体から見ると、ユニバーサルシティスタジオジャパンの音圧は一番高く、次は交通機
関に近い地域であった。一番静かな地域は住民区であった。大阪駅の音圧は 60dB から 80dB
の間に集中したが、高槻駅の音圧は 55dB から 75dB の間に集中していた。心斎橋商店街の
音圧は、天王寺商業地域より高かった。大阪城公園は観光客が多く、60dB を超えた音圧が
他の公園より多かった。中之島は観光客や人が少なく、音圧の起伏が一番小さく少なかっ
た。3 つの住民区は、状況がそれぞれ違う。オードヴィ茨木マンションの全体的の音圧が
コスモフォレスタ箕面マンションより高かった。ユニバーサルシティーでは、アトラクシ
ョンが多いためか、調査地の中で一番音圧が高かった。 
また、全部の調査地点の中で特に音圧が高い点は、人の声と行動による音と交通騒音の
影響である。交通騒音は電車やバイク、車、自転車の通りと考えられる。また、戸外では
必ず自然の音が聞こえた。鳥の鳴き声と風の音は全部の室外調査地に収集された。さらに、
今回の調査から見ると、音圧と風速や温度の関係性は弱い。芝田と井關の研究によると、
音圧と風速や温度の関係性は強い。騒音計の使用温度範囲は-10〜50℃である。この温度範
囲内で音圧と温度は直線的に変化する。その他に、湿度、静圧、振動、磁界及び電磁界、
光照、マイクロホン延長ケーブルとマイクロホンの方向も音圧に影響する（芝田＆井關、
2011）。今回の調査地点が少ないため、相関テストの誤差が高いと推測する。馬と李（2004
年）の研究によると、90dB 以上の音圧は、人の健康に悪影響を与える（馬＆李、2004）。
本調査では、全部の調査地から、90dB 以上の音圧は収集できなかった。以上の結果から、
基本的に大阪府は快適な音環境を持っていると推測することができる。 
 
7.2 結論と今後の課題 
 
 大阪府内で 11 個の地点を調査対象として選び、音圧の変化と音種を調査した。この 11
個の場所には、大阪府市民が生活を送る、交通要所、住宅地区、商業地域、娯楽地、観光
地等が含まれている。調査結果によって、ユニバーサルシティスタジオジャパンの音圧は
一番高く、次は交通機関に近い地域だった。一番静かな地域は住宅地区であった。しかし
交通騒音は常にあり、サウンドスケープに影響している。テーマパークは精神的にはリラ
ックスをする場所で、音圧が高い所が必ず人に嫌われるわけではなく、ストレスの発散に
も効果があると思われる。また、サウンドスケープは風速や温度等物理的要素にも影響さ
れる。すべての調査地から、90dB 以上の音圧は収集できなかった。従って、基本的に大阪
府は快適な音環境を持っていると推測できた。より良いサウンドスケープを作るために、
必要な要素や注意すべき問題は、今後の課題として、より深く研究することが必要である。
また、今回の調査期間は 2019 年 4 月から 2019 年 11 月までだったので、季節の影響を回避
することができなかった。今後の調査は、物理的な変量を抑え、より正確的なデータを収
集することに留意すべきである。さらに、ASMR の関する科学的研究にも期待する。 
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